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出典：農林水産省 第５次食育推進基本計画作成に向けた主な論点 P.5 令和６年度食育推進施策 P.54～ P.57
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出典：平成29年3月文部科学省「栄養教諭を中核としたこれからの学校の食育」p.6 4



出典：平成29年3月文部科学省「栄養教諭を中核としたこれからの学校の食育」p.4

栄養教諭の職務
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（１）学校における食育の推進を図る上で栄養教諭が担っている役割 
都道府県・指定都市は食育に関する多くの業務について栄養教諭が「重要な役割を
担っている」としているが、 市区町村では、児童・生徒や保護者に対する個別指導、
保護者を対象とした食育教室の企画・実施、専門家との連携などにおいて「重要な
役割を担っている」と回答した割合が 50％を下回っている。

出典：栄養教諭の実態に関する調査研究報告書 令和３年度文部科学省委託調査
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栄養教諭が行う個別的な相談指導実践事例集

１事業の概要
 １.1事業の目的

 児童生徒に対し、食に関する正しい理解や適切な判断力、望ましい食習慣を身に
付けさせることが非常に重要である。一方で、社会環境が大きく変化した現代にお
いては、食物アレルギーや偏食等、児童生徒の食に関する健康上の諸課題が多様化
してきている。これらの様々な健康課題を対処するには、学級担任だけでは困難な
場合も多く、栄養に関する専門的な知識を要する栄養教諭が中心となって個別指導
に取り組んでいく必要がある。食生活というプライベートな領域に学校が立ち入る
ことの困難さもある中で、保護者に対する丁寧な説明や改善等に向けた提案を行い、
保護者の理解や信頼を得られるような関係性を作っていかなければならない。栄養
教諭は、管理栄養士又は栄養士の免許を有しており、栄養に関する専門性と教育に
関する資質を併せ有する教師である。栄養教諭には、各学校において児童生徒の食
に関する課題に責任を有する立場として、栄養教諭の専門性を生かして、学級担任
等や養護教諭、学校医とも連携した上で、きめ細かな指導・助言を行っていくこと
が求められている。

出典：食に関する健康課題対策支援事業(令和6年3月)：文部科学省
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1.個別的な相談指導については、学校における食に関する指導の年間計画に記載はあった
が組織的に位置付けていなかった。今年度は既存の「食育推進委員会」を活用し実施した。 
(単独調理場方式 /兼務校なし /食数390食) 

2.個別的な相談指導については、学校における食に関する全体指導の計画に記載している
が、組織的に位置付けていなかった。今年度は、管理職指導のもと関係職員による臨時の
「支援委員会」を組織した。今後、年間計画に位置付けるとともに既存の組織である学校保
健委員会を活用し、その構成員に学級担任等を加え、連携を図りながら、計画的に指導する
必要がある。 (共同調理場方式 /本務校小学校１校（兼務：小学校２校・中学校１校） /食数 約1,970食 )

3.個別的な相談指導については、従来より、年間計画には記載していたものの機能していな
かったため、今年度初めに研修の機会を作り、学校全体で取り組むことを共通理解した。教
職員へ健康課題のある児童の意識をしてもらうところから始めた。 学校だより等に記載し、保
護者や地域への周知も行った。 養護教諭や担任、給食調理員と児童本人の状況や保護者と
のやり取りを共有し、全体への共有事項については栄養教諭を中心に報告して学校全体で
の取組になるようにすすめている。 連携をしていく中で、担任と養護教諭に栄養教育を理解し
てもらえることで、連携がスムーズに進んだ。担任だけではな く校内全体に周知していくた
めに、校内研修を行う等継続して働きかけていきたい。(単独調理場/食数： 500食/兼務校：小学校1

校 )
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6. 偏食や本事例の「摂食不安」のような個別相談指導にあたっては、将来摂食障害に移行す
る場合も想定されるため、管理職・養護教諭・担任・SC・SSW等をはじめとする教職員と連
携し、全校体制で心身の健康状況及び課題を把握・共有する必要がある。必要な場合は校
外の関係機関との連携が不可欠であると考える。(単独調理場方式 /児童数30３人 /兼務校1校)

5.個別的な相談指導については、学校の食に関する指導の全体計画に位置づけられており、
全体計画に基づいて、実施している。栄養教諭は管理職の指示を受け、食に関する個別的な
相談指導に関わる養護教諭・学級担任・給食調理員と連携を取り、 大まかな内容について
全体共有するために、校内の職員会議で提案をした。個別的な相談指導の中で生じた課題
から全体への食に関する指導の場で児童自身に気づきを持たせたり、多面的に指導を積み
重ねていったりすることが必要と考える。(単独調理場/食数：220食/兼務校：小学校1校)

4.個別的な相談指導については、学校における食に関する指導の年間計画に位置付けら
れており、年間計画にも基づいて実施している。 栄養教諭が共同調理場に在勤して
いるため、学校内の関係職員の役割を明確化するとともに、連携を密にすることで、
チーム学校として組織的に指導にあたっている。給食指導や個別的相談指導をテーマにし
た職員研修を実施したり、職員向けの食育だよりを発行したりするなどして、教職員の個別的
相談指導に対する理解を深め、 食に関する興味関心を高める工夫を行っている。
(共同調理場方式/栄養教諭2名/学校数幼稚園1園、小学校3校、中学校1校/食数 1,530食 )
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出典：https://www.jase.jp/taikai62/lib/files/docment/tokubetsu01.pdf

今、学校は、特別支援の必要な児
童生徒への対応ができる専門性
のある教員が必要とされている。

児童生徒の食に関する状況の実
態把握から特別支援教育等の指
導支援につなげる。

支援グループとの連携
児童生徒指導グループとの連携
学習グループとの連携
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出典：https://www.jase.jp/taikai62/lib/files/docment/tokubetsu01.pdf
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食べることに苦しむ子どもたち

・「学習上生活上の困難のある児童生徒の中には、他者とコミュニ
ケーションをとることや、体を動かすこと、食べることに困難さを抱
えている者がいる。」

・「他者とコミュニケーションをとることが苦手な児童生徒は、複数
人での食事をするとき、周りの人たちにどう接すればよいのかがわか
らなかったり、体を動かすこと、食べることに困難のある児童生徒は、 
箸やスプーンをうまくあつかえなかったり、舌をうまく動かせず食べ
物を全部混ぜて丸飲みしてしまうこともある。」

出典：栄養教諭論 理論と実践でわかる食育.医歯薬出版株式会社.p.158
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発達障害等当事者の食の困難

・人の輪の中でどのように振舞えば良いかわからないため会食がおそろしい
・大人数の食事は音やにおいがなどの情報があふれていて辛い
・自分が予想していた味が違うと食べられない
・色や形以前に、見るだけで気持ちが悪かったり、怖い食べ物がある
・味が混ざるのが嫌なので、おかずを食べてから、ご飯に移る食べ方をしてしまう
・自分が何を食べたいのかがわからないので、毎日同じものを食べてしまう
・お腹がすくという感覚がわからない
・いつもと違う順序、違う時間に食べることは苦痛である
・一度好きになったメニューや食べ物にはかなり固執する
・食欲の差が激しく、食欲のない時はとことん食べず、ある時はとことん食べまくる

文献：加瀬進.高橋智.「特別支援教育総論」.放送大学教材.P.144～P.147
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発達障害等の保護者調査

・せっかくつくったものをいつも食べてもらえず、自信や意欲を失う
・もう食事をつくることに時間や手間をかけることをやめたい
・食事介助の時などに怒鳴ったり、叱責してしまったことがある

食の困難への理解と柔軟な対応～当事者調査から

・子どもの頃に無理強いされたものは一番苦手なものになっている
・給食で居残りして食べさせられ拷問であると感じた
・「残していいよ」と言って欲しかった
・「完食などを強要しないで欲しい」 食の困難を「わがまま」と誤解され、

厳しい対応が「苦手さ・恐怖感」となって
いる可能性

文献：加瀬進.高橋智.「特別支援教育総論」.放送大学教材.P.144～P.147 14



食に関する指導を学校で組織的に行うにはどう
したらよいのだろう？

・食に関する指導をする組織はあるが機能しているか？

担当者はいるか？

・栄養教諭の専門性が学校の問題解決のために必要とされて

いるか

・食に関する指導の大切さを組織に理解してもらえる取り組

みをしているか

・栄養教諭は教職員との関係づくりを積極的に行っているか
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・食に関する指導だけをやろうとしても・・・

(全ての指導支援はつながっている)

・連携と情報共有(他のグループとの連携)

・組織的な対応(校務分掌上に明確に位置づける)

・定期的な会議と情報発信(計画→実施→評価→報告)

・教員への研修

・カリキュラムマネジメントの視点

・学校評価アンケート項目として位置付ける等
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出典：中央教育審議会「令和の日本型学校教育」を担う教師の在り方特別部会（第３回）資料1_学校管理職を含む新しい時代の教職員集団の在り方の基本的考え方 (mext.go.jp)
https://www.mext.go.jp/kaigisiryo/content/20210803-mxt_kyoikujinzai01-000017240_2.pdf

学校管理職を含む新しい時代の教職員集団の在り方の基本的考え方 

校長の
リーダーシップ
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